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《基本理念》

《行動指針》
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当

ソニテック株式会社
代表取締役 後藤　淳一

　環境経営を実現する組織やその運営の仕組みを構築するとともに、企業活
動に関わる全ての関与者への教育や啓蒙を進め、環境保全意識の向上を
図ります。

　積極的な情報開示と環境保全活動により、地域社会との環境共生の調和
を図り、安心して暮らせる社会づくりに貢献します。

　環境経営方針を周知させ、全従業員で活動に取り組みます。

2020年4月1日

　環境関連法令を遵守することはもとより、自らの責任で基準や目標を定め、
環境管理レベルの向上に努めます。

環　境　経　営　方　針

　当社は、21世紀における持続的発展が可能な社会の構築には、地球環境保
全が人類にとって最も重要な課題であると認識し、あらゆる場面での企業活動
において環境負荷の低減を推進し、企業市民としての社会的責任を果たしま
す。

　省資源・省エネルギー・資源循環・エコライフなどに配慮した安全な商品を
提供し、地球環境への負荷を減らします。

　住宅関連資材の受注から納品、回収・廃棄に至る全ての事業活動の過程
において無駄を省き、環境負荷低減のために創意工夫します。

　事業活動における環境汚染を防止すると共に、環境経営システムの継続
的改善を図り、環境保全実績の向上を推進します。



組織の概要

１．事業所名および代表者名

ソニテック株式会社 代表取締役 後藤　淳一

２．事業所所在地

本　　　社 ： 東京都墨田区錦糸一丁目２番４号

他、全国１２営業所・出張所

盛岡（〒283-615    岩手県紫波郡矢巾町南矢幅9-19 )  

仙台（〒983-0025   宮城県仙台市宮城野区福田町南1-10-10）

郡山（〒963-8071   福島県郡山市富久山町久保田字古坦1-1）

宇都宮（〒321-0112 栃木県宇都宮市屋板町757-1）

受注センター（〒321-0152 栃木県宇都宮市西川田3-8-17　カーサ・ベネフィック5F）

関東DC・埼玉・EC（〒349-1158 埼玉県加須市新利根1-10-1）

千葉（〒276-0046 千葉県八千代市大和田新田355-95）

神奈川（〒252-0807 神奈川県藤沢市下土棚217）

豊橋・中部（〒441-8074 愛知県豊橋市明海町33-36）

名古屋(〒448-0046 愛知県刈谷市日高町4-201-1　Bureau Hidaka Park C号）

大阪（〒538-0032 大阪府大阪市鶴見区安田1-4-47）

福岡（〒811-3134 福岡県古賀市青柳3272-28）

３．環境管理責任者氏名および連絡先

責任者 ： コーポレートＧ 太刀川　雅也 Ｅ-Mail　：　tachikawa@sonitech.co.jp

Tel 070-5563-9144

４．事業の概要

・ 住宅関連資材（金物・釘・ビス、建材、副資材、基礎関連）の卸販売

・ 梱包機器・資材の卸販売

上記商品を、お客様のご要望に細やかに応じて取り揃え、素早くお届けします。

５．事業規模（２０２２年度）

・ 売  上  高 ： 百万円

・ 社  員  数 ： 263 名

・ 事業所延床面積 ： ㎡ （２０２３年３月３１日現在）

６．認証登録の対象範囲は全事業所、事業所及び従業員を対象とする。

8,975

10,078



《エコアクション　実施体制図》

代表者 代表取締役

環境管理責任者 コーポレートGM

盛岡営業所 拠点管理者 環境推進担当者

郡山営業所 拠点管理者 環境推進担当者

仙台営業所 拠点管理者 環境推進担当者

受注センター 拠点管理者 環境推進担当者

宇都宮営業所 拠点管理者 環境推進担当者

関東DC/埼玉営業所 拠点管理者 環境推進担当者

千葉営業所 拠点管理者 環境推進担当者

神奈川営業所 拠点管理者 環境推進担当者

豊橋営業所 拠点管理者 環境推進担当者

名古屋営業所 拠点管理者 環境推進担当者

大阪営業所 拠点管理者 環境推進担当者

福岡営業所 拠点管理者 環境推進担当者

本社 拠点管理者 環境推進担当者

2021年11月15日  　 代　表　者　　後藤　淳一　承認
2021年11月15日　環境管理責任者　太刀川 雅也　作成

EA21事務局



ＥＭＳの計画

2020年04月01日　環境管理責任者　太刀川　雅也　作成

2020年04月01日　　　代　表　者　　後藤　淳一　承認

ＥＭＳ・目標・計画の
評価・見直しの立案
環境関連法規の改正点の確
認
（４月）

環境経営レポートの作成
（5月）

代表者の承認（５月）

各部署責任者による
従業員への周知（６月）

活動の実施（４月～３月）
活動の実施状況の報告
（４月）

ＨＰ公表（6月）



役割・責任・権限

ＥＭＳ全体の統括責任

環境経営方針の策定と誓約、従業員への周知

必要な資源・体制の準備と提供、対外的対応と緊急時対応の指示

ＥＭＳ、環境経営目標及び環境経営計画の評価・見直しと承認（４月）

環境活動レポートの承認（５月）

環境管理責任者の任命

経営における課題とチャンスの明確化

ＥＭＳの構築、推進、および改善

環境経営計画の実施状況の取りまとめ（４月）

ＥＭＳ、環境経営目標及び環境経営計画の評価・見直しの立案（４月）

環境関連法規の最新確認と遵守状況の確認・取りまとめ（４月）

環境経営レポートの作成（５月）

取組の手順書の見直し（４月）

環境負荷チェック、環境取組チェックの取りまとめ（４月）

環境教育訓練の立案と実施指示、実施状況確認

外部利害関係者との連絡窓口、苦情・要望の検討と解決案の立案

緊急事態の想定・対応策の策定

文書・記録一覧表の更新・管理

事務局 活動の進捗管理

管理責任者の補佐

部署内でのＥＭＳの運用および管理責任者指示事項の実行

部署内での環境経営方針、環境経営目標の周知徹底、教育訓練の実施

環境経営計画の実施と達成状況及び環境関連法規の遵守状況の報告

環境負荷チェック、環境取組チェックの実施

外部からの苦情・要望の状況報告

環境上の緊急事態の対応策の実施

部署内での問題点の発見と是正・予防処置の実施

2020年04月01日　環境管理責任者　太刀川 雅也　作成

2020年04月01日  　 代　表　者　　後藤　淳一　承認

組織図に記載

代表者（社長）

後藤　淳一

環境管理責任者

太刀川　雅也

各部署責任者



環境経営目標とその実績　および　主要な環境活動の内容および取組み結果の評価

当社の事業活動における環境負荷を「環境負荷の自己チェック」で把握し、２０１７年度から環境負荷の低い製品提供の推進を

加えた項目を環境経営目標として策定した。　内容および全社合計・営業所毎の実績は次の通りである。

【CO2排出量合計(全社)】（単位：kg-CO₂）

評価 実 績２（※２） 評価 削減率

達成 135,186.43 未達 -76%

未達 122,400.95 未達 -7%

達成 6,061.59 達成 5%

未達 263,648.97 未達 -34%

（※１） 関東DC・埼玉と仙台営業所の電力について、テナント管理により2021年度の電力データがないため比較対象から除外。

（※２） 2022年度より関東DC・埼玉と仙台営業所の電力使用量集計開始。2拠点を加えた電力のCO2排出量を掲載。

≫電力の2022年度の二酸化炭素数値の換算には、2019年度実績の下記係数を用いた

出典:電気事業者排出係数-R1年度実績-　R3.7.19環境省・経済産業省公表

事業者名 排出係数 該当営業所

盛岡、郡山、仙台

宇都宮、神奈川、千葉、受注センター、関東DC・埼玉

豊橋・中部

大阪

名古屋

【電力使用量　基準年度より1％削減】（単位：kWh）

評価 実 績２（※4） 評価 前年削減率

達成 295,686.00 未達 -75%

- -

達成 2,873.00 達成 1%

- 28,621.00 - -

達成 12,346.00 達成 3%

達成 16,549.00 達成 1%

未達 52,586.00 未達 -12%

- 100,219.00 - -

未達 14,097.00 未達 -5%

達成 26,475.00 達成 9%

達成 33,396.00 達成 5%

未達 2,134.00 未達 -3%

達成 6,390.00 達成 31%

- -

① 照明利用の適正化（消灯、部分照明、LED化）

② 空調設備利用の適正化（温度設定、フィルター掃除）

③ OA機器の省電力設定、電気製品の待機電力削減 《達成要因》

④ フォークリフトのバッテリー過充電防止

（※3） 関東DC・埼玉と仙台営業所の電力はテナント管理により2021年度のデータなし。目標設定していないため比較対象から除外。

（※4） 2022年度より関東DC・埼玉と仙台営業所の電力使用量集計開始。2拠点を加えた数値を掲載。

132,496.22

119,965.17

5,940.96

258,402.36

51,539.54

99,216.81 98,224.64

13,956.03

26,210.25

2024年度

-

2,815.83

28,334.79 28,051.44

12,222.54 12,100.31

16,383.51 16,219.67

33,062.04

2,112.66

6,326.10

13,816.47

25,948.15

32,731.42

2,091.53

6,262.84

神奈川 9%

6,390.00

環境活動の内容

受注センター

31%

千葉

47,140.00

13,420.00

29,213.00

35,290.00

2,071.00

9,203.00

46,668.60

13,285.80

28,920.87

34,937.10

2,050.29

9,110.97大阪

豊橋・中部

52,586.00

-

14,097.00

26,475.00

33,396.00

2,134.00

実 績１（※3） 中期目標　前年度より1％削減 長期目標 前年度より1％削減前年削減率

2022年度(2022/04～2023/03）

167,048.64 292,729.14 289,801.85

特記事項

福岡 - - - - -

取り組み結果の評価

-12%

5%

名古屋 -3%

52,060.14

- -

-5%

-

盛岡 1%2,910.00 2,873.00

-

　　　　　　年
度
　部署

2021年度 2023年度

本社 - - - -

2,880.90

2022年度(2022/04～2023/03）

2,844.27

-

全社 1%168,736.00 166,846.00

実 績 目　標

16,759.00

12,346.00

16,549.00

12,602.70

16,591.41宇都宮

仙台 - -

・下記営業所は2022年度より実績集計開始。
  次年度より目標設定。
  関東DC・埼玉、仙台営業所

次年度の取組内容

《未達成要因》

長期目標 前年比1％削減

76,143.87 76,078.31

LIXILﾃﾌﾟｺｽﾏｰﾄﾊﾟｰﾄﾅｰｽﾞ 0.504kg-CO₂/ｋＷｈ

195,493.80 204,540.85

5%灯油・LPG
・都市ガス

6,369.56

中部電力ミライズ 0.424kg-CO₂/ｋＷｈ

中期目標 前年比1％削減

1%

合計 -4%

ガソリン・軽油 114,185.92 113,044.06

※本社・福岡営業所は、電気・水道の使用量が明確にされない賃貸条件のため、比較の対象外。

大阪営業所：作業効率を考え、作業面積を減らすことで利用する照明等の使用電力を大幅に削減
することができたため。

・引き続き削減への意識の
向上と取り組みの継続を実
施。

・送風機・扇風機利用で冷
房効率を上げる。

・コンセントを抜くなど、待
機電力の削減に努める。

・各営業所で削減計画をた
て、取り組む。

受注センター：繁忙期に入り残業が大幅に増えてしまったため。

　　　　　年度
　種別

東北電力株式会社 0.521kg-CO₂/ｋＷｈ

2022年度(2022/04～2023/03）2021年度 2024年度

76,913.00

関西電力 0.318kg-CO₂/ｋＷｈ

6,305.86 6,061.59

0.441kg-CO₂/ｋＷｈ

-

関東DC・埼玉 -

東京電力エナジーパートナーズ

削減率

電力

1%

郡山 3%12,730.00

2023年度

133,834.57

121,176.94

6,000.97

261,012.48

122,400.95 -7%

197,468.48

2022年度(2022/04～2023/03）

実 績１（※１）目　標実 績



【ガソリン・軽油使用量　基準年度より1％削減】（単位：L）

2024年度

評価 長期目標 前年度より1％削減

種別 未達 48,617.36

ガソリン 未達 398.95

軽油 達成 0.00

ガソリン 達成 1,425.85

軽油 達成 1,526.04

ガソリン 未達 4,820.92

軽油 達成 8,097.69

ガソリン 達成 475.61

軽油 達成 3,048.99

ガソリン 未達 2,739.08

軽油 達成 2,992.97

ガソリン 未達 1,343.80

軽油 達成 0.00

ガソリン 未達 3,677.67

軽油 未達 1.29

ガソリン 達成 1,487.18

軽油 達成 0.00

ガソリン 達成 664.68

軽油 達成 0.00

ガソリン 達成 1,118.27

軽油 未達 8,156.81

ガソリン 未達 1,097.84

軽油 達成 0.00

ガソリン 未達 1,467.48

軽油 達成 0.00

ガソリン 未達 4,076.23

軽油 達成 0.00

① 無駄のない配送計画を徹底する ・カーナビによる最短ルート走行を継続。

② 公共交通機関利用を心掛ける ・運転時、アイドリングストップ実施。

③ 整備・点検の励行（オイル交換、タイヤ空気圧適正化）

④ 安全運転・経済運転の推進（アイドリングストップ）

⑤ 定期的に燃費をCheckする

⑥ エコドライブステッカー貼付け

本社：社有車を１台増車したため。

名古屋：コロナ感染予防で車移動を
多くしたため。

環境活動の内容 取り組み結果の評価 次年度の取組内容

《達成要因》

エコドライブステッカー貼付けによる
啓蒙。
燃費の良い車種へ切り替え。

《未達要因》 特記事項

0.00 0.00 0.00 - 0.00
福岡

4,165.06 4,123.41 4,158.99 0% 4,117.40

0.00 0.00 0.00 - 0.00
大阪

1,489.88 1,474.98 1,497.28 0% 1,482.31

0.00 0.00 0.00 - 0.00
名古屋

689.37 682.48 1,120.13 -62% 1,108.93

2,618.67 2,592.48 8,322.43 -218% 8,239.21
豊橋・中部

2,225.76 2,203.50 1,140.98 49% 1,129.57

0.00 0.00 0.00 - 0.00
神奈川

1,753.54 1,736.00 678.18 61% 671.40

0.00 0.00 0.00 - 0.00
千葉

2,753.67 2,726.13 1,517.38 45% 1,502.21

0.00 0.00 1.32 - 1.31
加須

2,859.70 2,831.10 3,752.34 -31% 3,714.82

0.00 0.00 0.00 - 0.00
受注センター

1,109.99 1,098.89 1,371.08 -24% 1,357.37

3,847.13 3,808.66 3,053.74 21% 3,023.20
宇都宮

2,162.76 2,141.13 2,794.69 -29% 2,766.74

3,441.07 3,406.66 3,110.90 10% 3,079.79
郡山

840.01 831.61 485.27 42% 480.42

8,767.89 8,680.21 8,262.11 6% 8,179.49
仙台

4,093.70 4,052.76 4,918.80 -20% 4,869.61

1,772.36 1,754.64 1,557.02 12% 1,541.45
盛岡

1,904.38 1,885.34 1,454.80 24% 1,440.25

0.00 0.00 0.00 - 0.00
本社

65.41 64.76 407.05 -522% 402.98

全社 46,560.35 46,094.75 49,604.49 -7% 49,108.45

　　　　　　年度
部署

2021年度 2022年度(2022/04～2023/03） 2023年度

実 績 目　標 実 績 前年削減率 中期目標　前年度より1％削減



【灯油使用量  基準年度より1％削減】（単位：L）
2024年度

評価 長期目標 前年度より1％削減

種別 達成 2,158.18
灯油 L - -
灯油 L 未達 261.69
灯油 L 達成 385.18
灯油 L 未達 491.03
灯油 L - -
灯油 L - -
灯油 L - -
灯油 L 達成 704.69
灯油 L 未達 112.71
灯油 L 達成 202.88
灯油 L - -
灯油 L - -
灯油 L - -

【LPG・都市ガス使用量  基準年度より1％削減】（単位：㎥）
2024年度

評価 長期目標 前年度より1％削減

種別 未達 102.91
LPG - -
LPG - -
LPG - -
LPG 達成 14.70

都市ガス 未達 7.84
LPG 達成 26.46
LPG 未達 36.26

都市ガス 未達 10.78
LPG 未達 3.92
LPG 未達 2.94
LPG - -
LPG - -
LPG - -

【産業廃棄物排出量　対前年比1％削減】（単位：Kg）

2023年度

評価 削減率 中期目標 前年比1％削減

未達 129,903.84 128,604.80

- 0 0

達成 213 211

達成 6,346 6,282

未達 267 265

達成 0 0

達成 7,643 7,566

達成 3,985 3,945

未達 98,089 97,108

達成 214 212

未達 12,702 12,575

達成 446 441

①  ごみの分別を徹底し排出量を測定して管理する
②
③ 再生に繋がる回収を積極的に利用する

水の使用量は下記の通りである。（単位：㎥）

削減率

㎥ ㎥

㎥ ㎥ ＊ 弊社における水の用途は、お茶、手洗い、清掃等、必要最小限の生活用水

㎥ ㎥ であり、使用量の増減は人員の配置に左右され数値の記録は削減効果を

㎥ ㎥ 表さないため、水使用量の削減については数値での目標計画を適用しなかった。

㎥ ㎥ 環境活動計画として手順書に従い、蛇口付近に節水を呼び掛ける

㎥ ㎥ ポスターを貼る等で節水活動の呼びかけを励行している。

㎥ ㎥

㎥ ㎥

㎥ ㎥

㎥ ㎥

㎥ ㎥

㎥ ㎥

㎥ ㎥

㎥ ㎥福岡 - - -

大阪 45.00 54.00 -20%

関東ＤＣ・埼玉 - - -

豊橋・中部 168.00 164.00 2%

名古屋 9.00 5.00 44%

千葉 101.00 92.00 9%

神奈川 158.00 144.00 9%

宇都宮 46.00 46.00 0%

受注センター 318.00 319.00 0%

仙台 - - -

郡山 153.00 182.00 -19%

次年度の取組内容

不動在庫が発生しないよう、滞留在庫時
点で次の行動（ネット通販、営業所間移動
等）に移れるよう徹底し、不動在庫廃棄に
よるロスを撲滅する。

壊れたパレット等を補修し再利用すること
で、木ごみの排出量抑制に繋げる。

本社 - - -

盛岡 17.00 16.00 6%

　　　　　　年度
　部署

2021年度 2022年度(2022/04～2023/03）

実 績 実 績

全社 1,015.00 1,022.00 -1%

《未達要因》

豊橋・中部：メーカーからの再利用でき
ないパレットが多く、また、木ごみの排出
も増加したため。

環境活動の内容 取り組み結果の評価

簡易包装、買い控え、ＤＭを断るなど、排出を抑制する

関東DC・埼玉：取扱量増加に伴って産
業廃棄物も増加したため。

福岡 1,400 1,386 450 68%

関東DC・埼玉 12,450 12,326 12,830 -3%

大阪 462 457 216 53%

豊橋・中部 70,950 70,241 99,080 -40%

神奈川 5,250 5,198 4,025 23%

千葉 8,786 8,698 7,720 12%

宇都宮 1,560 1,544 0 100%

0 0 270 -

仙台 23,821 23,583 6,410 73%

郡山

盛岡 421 417 215 49%

全社 125,100.00 123,849.00 131,216.00 -5%

本社 0 0 0 -

　　　　　　年度
　部署

2021年度 2022年度(2022/04～2023/03） 2024年度

福岡 - - - - -

実 績 目　標 実 績 長期目標 前年比1％削減

大阪 - - - - -
名古屋 - - - - -

豊橋・中部 3.00 2.97 3.00 0% 2.97
神奈川 3.00 2.97 4.00 -33% 3.96
千葉 11.00 10.89 11.00 0% 10.89
加須 22.00 21.78 37.00 -68% 36.63

受注センター 31.00 30.69 27.00 13% 26.73
宇都宮 8.00 7.92 8.00 0% 7.92
郡山 17.00 16.83 15.00 12% 14.85
仙台 - - - - -
盛岡 - - - - -
本社 - - - - -
全社 95.00 94.05 105.00 -11% 103.95

　　　　　　年度
部署

2021年度 2022年度(2022/04～2023/03） 2023年度
実 績 目　標 実 績 前年削減率 中期目標　前年度より1％削減

福岡 - - - - -
大阪 - - - - -

名古屋 - - - - -
豊橋・中部 218.00 215.82 207.00 5% 204.93

神奈川 77.00 76.23 115.00 -49% 113.85
千葉 792.00 784.08 719.00 9% 711.81
加須 - - - - -

受注センター - - - - -
宇都宮 - - - - -
郡山 298.00 295.02 501.00 -68% 495.99
仙台 800.00 792.00 393.00 51% 389.07
盛岡 265.00 262.35 267.00 -1% 264.33
本社 - - - - -

実 績 前年削減率 中期目標　前年度より1％削減

全社 2,450.00 2,425.50 2,202.00 10% 2,179.98

　　　　　　年度
部署

2021年度 2022年度(2022/04～2023/03） 2023年度
実 績 目　標



環境経営目標とその実績　および　主要な環境活動の内容および取組み結果の評価

当社の事業活動における環境負荷を「環境負荷の自己チェック」で把握し、２０１７年度から環境負荷の低い製品提供の推進を

加えた項目を環境経営目標として策定した。　内容および全社合計・営業所毎の実績は次の通りである。

【環境負荷の低い製品提供（ZEH)　推進】

〇売上比
年度

千円 千円

千円 千円

〇各営業所売上

年度

千円 千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

2021年度 2022年度 2023年度

% 7.0%

全体

ZEH

売上比 4.3%

実績 実績

売上 8,382,772

実 績 実 績 目標部署

全社 売上 585,775 385,170 404,429

本社 売上 123,008 12,297

盛岡 売上 13,557 7,336

仙台 売上 44,730 29,326

郡山 売上 206,764 45,183

宇都宮 売上 7,082 2,866

関東ＤＣ・埼玉 売上 6,277 51,995

千葉 売上 11,143 3,589

神奈川 売上 37,776 21,150

豊橋 売上 404 617

名古屋 売上 29,052 14,834

大阪 売上 96,716 3,795

福岡 売上 9,266 11,956

8,975,836

2021年度 2022年度

売上 585,775 385,170

受注センター 売上 0 180,226

対象商材の拡充と、更なる売上拡大を実施していきます。

取り組み結果の評価

得意先の着工棟数減少や一部失注などの影響に
よりZＥＨ売上高が減少しました。

環境活動の内容

ＺＥＨ（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）を建てるビルダー様
に対して、直接関係する建材（太陽光・エコキュート 等）を
提供することを、会社として推進していきます。

次年度の取組内容



環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

環境関連法規等の遵守状況をチェック表を用いて確認した結果、全社の遵守状況は下記の通りです。

また、関係当局よりの違反等の指摘は、過去3年間ありませんでした。

環 境 関 連 法 規 活 動 名 称 遵守状況

消防法

および各自治体の条例

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

および各自治体の条例

　 フロン排出抑制法 　 管理者の義務として年4回の簡易点検実施 　 法令に従って実施しております

　　全体評価

実施日：2023年7月4日

参加者：後藤代表取締役、太刀川環境管理責任者、ＥＡ21事務局（髙田香住、本間正大）

1 電気の使用量については、大阪営業所で業務効率を考えて作業面積を減らすことにより、使用する照明の数も減らすことができ、

大幅に使用量を減らすことができました。

2 化石燃料（ガソリン・軽油）の使用量については、2021年度と比べ、2022年度は直接お客様へ訪問する機会も増え、使用量が増加しました。


今後はリースの切り替え時により燃費効率の良い車両へ乗換を行うことで、全体の使用量削減を図ります。

3 産業廃棄物排出量については、豊橋・中部営業所での物量増加に伴い、木くずの増加が要因となって増加しました。

再利用できない木くずを減らす手立てを検討します。また、産業廃棄物の内、有価物回収へ切り替えられるものがないか再度点検、検討します。

4 ＺＥＨ商品の売上については、得意先の棟数減少や失注が大きく影響して売り上げが減少しました。

来期は受注獲得と対象商材の拡充を行い、売上拡大に努めていきます。

消防設備点検、防災訓練、等 法令に従って管理しております

法令に従って管理しております浄化槽法 浄化槽保守点検・清掃・水質検査

道路交通法 安全運転管理 法令に従って管理しております

法令に従って管理しております道路運送車両法 自動車検査

廃棄物処理委託契約、記録の保管、他 法令に従って管理しております

法令に従って管理しております

廃棄物の処理及び清掃に関する法律
および家電リサイクル法

エアコン、テレビ、冷蔵庫、洗濯機の廃棄
（※リサイクル推奨）

法令に従って管理しております

廃棄物の処理及び清掃に関する法律
および資源有効利用促進法

ＰＣ、プリンタの廃棄（※リサイクル推奨）


